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学力の維持向上について



平成２８年改訂 いしかわ学びの指針１２か条

活用力を高める授業づくり

１物事を多様な観点から考察する力の育成
２自ら課題を発見し，主体的・協働的に課題を解決する力の育成
３根拠や筋道を明確に表現する力の育成

学力・学習を支える基盤づくり

４目的や状況・相手に応じて「聞く」「話す」態度・姿勢の醸成
５目的や条件に応じて「書く」，必要な情報を「読む」態度・姿勢の醸成
６よりよい解決に向かうための質の高い学び合いのプロセスの重視
７主体的な問題解決のための効果的なＩＣＴ活用の促進
８よりよい学習習慣・生活習慣の定着
９家族や地域の人々とのコミュニケーションを促進し，家庭・地域・社会と
９結び付いた学びの推進

指導改善を進める体制づくり

10 学力と指導力を持続的・継続的に高める組織づくりの推進
11 現状把握に基づき，取組の実施・評価・改善を図る指導体制の確立

【学力向上ロードマップ】
12 保護者・地域との積極的な情報共有・連携の推進



× ＝

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させた
「主体的・対話的で深い学び」の実現

R６年度 学力向上の重点
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・多様な考え（正答(○)だけでなく、
不十分な考え(△、×)や、分から
ない(？)等も）を言える授業づく
り

・個々の達成状況を見取り、興味・
関心・意欲等を踏まえたきめ細か
な指導･支援

・学び合いを通して多様な考えに触
れ、「分かった！そういうこと
か！」を実感できる授業づくり

・学びが深まるよう、多様な考えを
生かす仕掛けの工夫

・成長やつまずき、悩みなどへの理解

・個々のよさを認め、活躍できる場を
設定

・子供たちが、それぞれのよさを認め、
そのよさを自分の手本にできるよう
な仕掛けの工夫

個別最適な学び 協働的な学び

◎子供たち個々を理解して

関わりながら、

ねらいに迫るための工夫

◎子供たちから引き出した

多様な考えを生かしながら、

ねらいに迫るための工夫



学力の維持向上に向けた取組 ～ＰＤＣＡサイクルの流れ～
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学級経営・生徒指導の充実 ※国や県の質問紙調査結果を基に点検、修正
（「生徒指導提要（文科省）」､「学習指導と生徒指導を一体化させた授業づくり（県教委）」､「学級経営・生徒指導の充実（県教委）」）

○教科に関する結果

○質問紙調査結果
（例）自分には、よいところがある

と思いますか。

・正答率や到達状況の傾向
・各市町の状況など

正答率や到達状況の傾向を
もとに、正答率の低い問題
など、課題となる学習内容
について、指導事例や評価
問題を作成

正答率や到達
状況の傾向を
もとに、正答
率の低い問題
など、課題と
なる学習内容
について、指
導事例を作成



別紙１：分析・考察と指導事例（国作成） 「令和５年度 全国学力・学習状況調査報告書（小学校算数）」



別紙２：分析・考察と指導事例（県作成） 「令和５年度 基礎学力調査 分析・考察と指導事例（小学校算数）」



別紙３：県作成「結果の概要」 令和５年度 全国学力・学習状況調査 －結果の概要－


